



















液 晶 に お け る 非 線 形 励 起
-カルマンの渦列構造-














































ネマティック相での分子長軸方向を Z一軸,電場の方向を3-軸 とすると, 自由エネルギー
密度は,
F-苦[(▽ 0-2+sin20{(▽甲)2-E12 -E2COS29},･ (4)
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心臓の収縮と拡張を原動力として,左心下部の左心室から大動脈 ･動脈 ･毛細血管 ･静脈 ･大
静脈を経て右心上部の右心房-もどる,いわゆる体循環 と,右心房より右心室 ･肺動脈 ･肺静
脈 ･左心房-至る肺循環がある｡
表題の脈波は,上に述べた心臓の収縮と拡張に対応する最大血圧と最小血圧 (それぞれ収縮
期圧,拡張期圧またその差を脈圧という)の間の血圧変動に伴って,非常に弾性に富んだ動脈
の血管壁が伸縮し,その弾性反跳力 (elasticrecoil)によって,大動脈基主部から血液を隣接部
に送 りこむだけではなく,脈圧の波状伝播によって末梢部分の血液をさらに押 し出す駆動力と
なるO 心臓から抽出された血流は本来断続的にon･offされる動きを示す筈であるが,動脈管の
弾性によってより温和な血流に平滑化され,末梢にいくに従って,脈圧は増大し鋭 くなるのに
対 して,血流の変動は除々に消滅 していく｡
-437-
